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　昭和61年8月24日から29日まで国際図書館連盟（111tenlatiollal　Fedcratioll　of　Libmry　Associ－

ations　and　Institutiolls：IF：LA）の大会が東京で開かれた。

　このIFLAというのは，1927年に図書館人の国際組織としてエジンバラで創設さンnたもσ）で，現

在本部はオランダのハーグにある。IFLA大会はこれまで欧米各国の持ち廻りで毎年開かれてきた。

1980年になって欧米以外では初めての大会がマニラで行われたが，今回のIFLA東京大会はIFLA

60年の歴史上，アジアで二番目の大会ということになる。

　大会は「21世紀の図書館」をメインテーマとし，さらに「ニューメディアの影響」，「図書館サー

ビスの変化」，「情報利用における国際協力」など10項目をサブテーマとして取り上げ，“史上最多

の63力国，約2，000人”（8月30日付，朝日新聞）の参加者が，41分科会に分かれて，lhl界の図書館

という視点から図書館の活性化について意見交換を行い，発表された論文は180，うち口木人の論文

は約50ということである。

　このような規模の大きさもさることながら，今回のIFLA東京大会の最大の意義は何といっても

日本で初めて開催されたということであろう。　このことはアジァ・アフリカ諸国からの参加が全体

の三分の一と『異例の多数を占めた』という新聞報道にも表れているが，一一方，口木人参加者側か

らみてもこの大会を通じて各国のたくさんの図書館人との交流の模様を伝聞し，また，そこで生ま

れた外国の人達との人の輪をさらに国内でのサークル作りまで発展させている例をみるにつけて

IFLA東京大会がわが国図書館人に与えた刺戟は決して小さいものではなかったと評価される・

　本学σ）図書館関係者からも何名か参加されたが，これを機会にIFLA特集を組んだ次箆である。

イフラ（国際図書館連盟）東京大会に出席して

東南アジア研究センター北野1、衰子

　マニラ大会（1980年）以後の日本の図書館界に

とって，「IFLAまであとOO日」　というのが，

スローガンみたいなものだったから，マスコミ

で，東京大会の成功が伝えられると，組織委員会

はじめ，関係者はほっとされたと思う。高い参加

費であったが，円高の日本へ来てくれた外国人の

事を考えて我慢する。8月21日，22日のフ。レコン

（24日からの本会議の前にいくつかのセミナーが

催された。このセミナー期間をさす）から28日の

ッアーまで，仕事の関係上，アジア，東南アジア

に関するフ。ログラムが中心となった。

　8月24日（日）登録。
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　プレコンの後，横浜の友人宅に泊ったので，東

京へ戻って登録のみ。富士山のマーク入りのバッ

グを貰う。プログラムを取り出してスケジュール

を組む。同じ時間帯に興味のある分科会が重なる

のがある。

　8月25日（月）部会。開会式。全体会議。歓迎

　レセフ。ションQ

　会場で，記念切手を先ず買う。今年のクリスマ

ス・カード用にする。仏教大学や，京都と大阪の

アメリカン・センターの人達の顔を見る。午前中

書誌調整部会に出席。田辺広氏と，マレーシアの

Wijasuriya氏の発表を聞く。ここは，同時通訳。

仏教大学の人達と昼食後，歩いて開会式場の国立

劇場へ行く。2，3分遅れたので，もう雅楽が始

まっていた。皇太子殿下夫妻着席。壇上のスピー

チは，予定より早く進行し，全体会議となる。シ

ンガポールの国立図書館長のMrs．Anuarを初め

て見た。いつもExchangeListを送って来る所

だ。会場が満員で，1日のみの参加者は入れなか

ったそうで，気の毒だった。

　次のレセプションの会場，ホテル・ニュー・オ

ータニまでぞろぞろ歩く。途中，プレコンの発表

者の1人だった，マレーシアの著名なライブラリ

ァン，Lim　Huck　Tee氏と話をした。もう1人の

マレーシァの人は，東京が暑いと参っている。汗

まみれになって気持が悪いらしい。この大会には

早く申込み，自費で支払ったのに，JTBは高い

ホテルしか教えてくれなかったと言う。私は安い

所に泊っていますと言う。彼は，暑い暑いと繰り

返し，ホテルヘ着くと，Gelltlemenを探してダッ

シュした。国立劇場の出席者が，どっとホテルに

着いたので，クロークの前にずらりと行列ができ

た。ここは，冷房がよく効いていないのでとても

暑い。あのマレーシア人は，またGentlemenへ

戻るのではないかと心配した。やっとバッグを預

けて，「鶴の間」に入る。1000個以上の同じバッ

グを預かったに違いないクロークに同情する。こ

の数では，さしもの大広間も満員となる。料理を

前に，マイクの調子が悪くて，ゲー会長や鈴木知

事の話は聞こえない。日本のテクノロジーはどう

したか。料理はおいしかった。パパイヤのような

高価な果物も出た。桃もおいしい季節である。参

加費4万2千円を取り戻すべく人々が殺到した筈

であるが，結構満足したのは，量もあったに違い

ない。タイの女性に「そば」を取ってあげた。

一口の後の顔つきでは，気に入っては貰えなかっ

た。それでも，「すし」の板前の前にこれだけ外

国人も列を作るようになった。フィリピン大学の

ライブラリー・スクールのディーンであるMrs．

Vallejoと，2年程前の東京の東洋学会で会って

以来出会う。タイのチューラロンコン大学のライ

ブラリー・スクールのディーン，Dr．Minaikit

とも話をする。この人も女性。今回はシンガポー

ルのAnuar館長のみ出席だったが，タイとイン

ドネシアの国立図書館も，女性の館長である。

　8月26日（火）分科会。Asian　Night。

　午前中は，アジア・オセアニア地域活動分科会

出席。ここは逐次通訳。マレーシア国立図書館の

Wijasuriya氏と，マレーシア・ゴム研究所の

Soosai氏および私の属する「アジア資料懇話会」

の代表幹事である金子量重氏の発表。　Soosai氏

は，IFLAのアジァ代表としての15年間の地位を

辞される事になった。拍手をして労をねぎらう。

Soosai氏からAFLA　（Asian　Federation　of

Library　Associations）の提案がある。資金や援

助が必要である。そういうお金は出せない。オー

ストラリアの人が，きっぱり言う。金子氏が発言

される。お金が無くてもできることから始めよう

ではないか。図書館の南北問題となってしまっ

た。南の人達にとって，東京へ来るのがいかに大

変であるか。かと言って，日本は金の成る木でも

ない。結論は出ない。昼食は，青山学院の食堂

で，ハワイ大学で仕事をしている日本人と。彼女

とは，プレコンで出会って，よくいっしょに食事

をした。午後は，先ず書誌分科会。アメリカ人

と，マレーシァのLim氏。彼は，プレコンの他

にここでも発表。次に，情報技術分科会。21日と

22日のプレコンのまとめと，東芝の入の光ディス

クについてo

　宿に戻って，インドネシアのバティックで作っ

た服に着替えた。レセフ。ションは「平服」と書い

てあったので，今度しか着る機会がない。せっか
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く持って来たのに。　「アジア資料懇話会」の東京

の人達が，Asian　Nightを開こうと準備して下さ

った。近くの南青山会館に，アジァ諸国の人達が

集まった。食べたり，歌ったり，お土産品をあげ

たりして，9時頃まで過した。国際交流委員長の

今まど子教授も来て下さった。

　8月27日（水）分科会。展示会。

　Japan　Night。

　午前中は2回目の地域分科会。　マレーシァと

タイの女性2人の発表。いずれも機械化の問題。

発展途上国の適正技術にも関係がある。この後で

急いでホテル・ニュー・オータニヘ行って，まだ

見ていない展示を見る。Klraus　Reprilltの人か

ら部厚いカタログを貰う。この会場は最終日なの

で，IFLAのマーク入りの記念品が安くなってい

る。職場の人への記念に，ぺ一パー・マークをた

くさん買う。青山会場は，まだ同じ値段である。

東京の人にホテルの食堂で，昼食をごちそうにな

る。また青山学院へ戻って，「書誌とアジア研究」

というテーマの書誌分科会に出席。3人の発表が

代読で驚いた。先ず，ソ連の人が，ロシァ語のぺ

一パーを読んだ。出席者は，英語か日本語を読ん

でいる。英語の質問が出る。通訳無しなので，ソ

連からの出席者らしい人が通訳して，やっと代読

の人に意味が通じる。ヤヤコシイ。2番目は中国

人。これも代読。ただし英語。3番目の，アジア

に関するPh，D．論文についての発表者，アメリ

カ人のShulmal！氏は，「Doctoral　Dissertations

on　Asia」の編集者である。この人の発表が聞き

たかったのだが。この後，CONSALという所に

出席。フィリピン大学のVallejo教授が，来年2

月にマニラで開かれるCONSAL（Congress　of

Southeast　Asiall　Librarians）についての紹介を

された。ここは論文の発表は無し。Anuar館長

のCONSALについての発表は，ここでの方が良

かったのでは。少人数だったので，入って来たカ

メラウーマンに何枚も写真を撮られた。最後の日

に，アジァの人達の写っている写真を10枚ばかり

買った。後日，Asian　Nightの分もいっしょに

国別に送ってあげたら，とても喜ばれた。

　外国人にどんなものを見せるか，野次馬根性で

Japan　Nightに行った。ホスト側だから，隅の

方で遠慮して観た。東京へ来る国際会議の参加者

は，自動的にここへ送り込まれるのか。パッケー

ジでないと高くつくであろう、けど。ファッション

・ショー。日本のデザイナーさん，ヨーロッパで

がんばってますから。日本の女性は，あんなに颯

爽とは歩きませんね。狂言の「棒縛1）」は分かり

やすかったと思う。酒呑の話は万国共通だから。

「鼓童」の太鼓は好評だったようだ。日本の伝統

芸術は，デリケートでシブクてと思っていた人に

は，あのダイナミズムは意外であったろう。

　8月28日（木）圓立国会図書館見学。

　アジァ資料課の人が，特に案内してドさると言

われるので，仏教大学の人と2人で行った。新館

では，閲覧を委託された人達が，開館を前に，本

番の練習をしていた。実際でうまく行くといい。

最後に青山会場へ戻って，申込んでおいたぺ一パ

ーを受取った。後でそのひとつが，1番違いであ

る事に気付いた。事務局に旭、1舌したら，正しい分

が送られて来た。直ちにで渉）ったから感心した。

　プレコンの事は，紙面が無いが，CJK（中国語

／日本語．／韓国語）等o）非ローマ字の機械処理に

ついてで」）った。東南アジァについて言えば，タ

イ語や，マレーシアのジャヴィ（翻訳では，ジャ

ワ語となっているが，誤りである）。などでは，

ローマ字や，語の区切りの問題など，標準化の問

題が大きい。韓国語の他に，日本語や中国語の分

かる韓国人の女性が言われた。ローマ字は西洋人

のためにあるのではないか。ISBDにはアジアの

意見は反映していないのではないか。

　ある職業が，専門職であるための条件のひとつ

として，その職業の団体の活動や組織力が問われ

る。1927年以来，52回もの国際会議を開催したと

いうIFLAの活動と組織力は，評価されてもよ

いと思う。高度情報社会の中で，図書館員に要求

される知識や技術は何か，何を学ぶべきかを考え

るきっかけに，今回の東京大会がなったことを望

みたいQ
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